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こ
こ
10
年
、
多
く
の
組
織
、
拠
点
が
地
域
か
ら
消

え
て
い
く
中
で
、
ほ
ぼ
唯
一
そ
の
数
を
増
や
し
て
い

る
の
は
「
こ
ど
も
食
堂
」
で
す
。
今
や
そ
の
数
は
全

国
で
１
万
ヵ
所
を
超
え
、
中
学
校
数
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
活
動
の
幅
も
広
が
り
、
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
垣
根
な
く
集
う
居
場
所
へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
、
私
の
研
究
所
で
は
、
全
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
こ
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の
効
果
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
山
口
県
内
の
こ
ど
も

食
堂
の
関
係
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
の
組
織
や
団
体
の
構
成
図
を
ま
と
め
、

こ
ど
も
食
堂
が
ど
の
よ
う
な
新
た
な
関
係
性
を
生
ん

で
い
っ
た
の
か
、
描
き
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
驚
く
べ
き
も
の
で
し
た
。
分
野
や

地
域
の
枠
を
超
え
て
、
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
を
支
え

る
輪
が
広
く
多
彩
に
育
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
は
、

従
来
か
ら
の
地
域
組
織
、
例
え
ば
老
人
会
や
農
業
法

人
、商
店
街
等
の
活
動
が
比
較
的
限
定
さ
れ
た
分
野
、

エ
リ
ア
に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
と
好
対
照
で
す
。

私
は
、
こ
ど
も
食
堂
に
よ
る
社
会
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
は
、
３
つ
の
理
由
が
あ
る
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
こ
ど
も
食
堂
は
非
営
利
活
動
で
あ
り
、

そ
の
分
利
害
の
対
立
な
く
、
多
様
な
主
体
の
自
発
的

な
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
第
二
は
、
こ
ど

も
食
堂
の
多
く
は
、
月
１
回
か
ら
週
1
回
程
度
の
開

催
で
あ
り
、
個
々
に
求
め
ら
れ
る
負
担
は
極
端
に
大

き
な
も
の
で
は
な
く
、
裾
野
が
広
が
り
や
す
い
の
で

す
。
第
三
は
、
活
動
の
枠
組
み
が
三
角
形
を
成
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
人
間
、
直
接
自
分
を
助
け
て
く
れ

と
は
言
い
づ
ら
く
、
誰
か
を
助
け
た
い
か
ら
力
を
貸

し
て
と
言
う
方
が
巻
き
込
み
や
す
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
事
務
局
で
あ
る
「
ま
と
め
役
」、
当
日
運
営

や
食
料
提
供
で
協
力
す
る
「
た
す
け
役
」、
そ
し
て

こ
ど
も
た
ち
の
よ
う
な
「
支
え
ら
れ
役
」
が
、
そ
れ

ぞ
れ
「
て
こ
の
原
理
」
で
い
う
「
支
点
」、「
力
点
」、

「
作
用
点
」
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
こ
ど

も
食
堂
の
秘
密
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実

は
一
番
し
ん
ど
い
「
支
点
」
を
担
う
「
ま
と
め
役
」

の
方
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

海風と共に春の訪れを告げる水仙（山口県阿
あ

武
ぶ

町
ちょう

）

写真キャプション
雄大な海岸線や静かな入り江、
そして緑豊かな山々が風景を
織りなす、阿武町。日本海の新
鮮な海の幸やジビエ料理、地元
産の柑橘類が楽しめる食の宝
庫でもある。さらに、歴史を感
じる神社仏閣やトレッキング
で楽しむ山々など、豊かな自然
と文化に触れることができる
のも、この町の魅力である。

こ
ど
も
食
堂
が
地
域
を
つ
な
ぎ
直
す

持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
　
所
長

藤ふ
じ

山や
ま 

　
浩こ

う

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
第
６
期
対
策
（
Ｒ
７
～
Ｒ
11
）
に
つ
い
て
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⑵

「
こ
こ
に
住
む
“
人
”
こ
そ
ま
ち
の
“
宝
”
で
す
」
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３
つ
の
良
か
っ
た
が
響
く
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

　

―
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
訪
れ
て
良
か
っ
た
―
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世
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
は
令

和
７
年
度
か
ら
第
６
期
対
策
に
移
行
し
ま

す
。
令
和
７
年
度
予
算
概
算
決
定
で
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
23
・
6
億
円
も
の
大
幅

な
増
額
を
得
て
総
額
2
8
4
・
6
億
円
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
１
）。

こ
れ
は
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
の
皆
さ
ま
が
要
請
活
動
等
を
通
じ

て
本
制
度
の
重
要
性
や
必
要
性
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
賜
物
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
も
っ
て
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
お
よ
び
６
年
度
は
、
予
算

の
不
足
に
よ
り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
支
援
す
る
加
算
措
置
や
、
地
方
公
共

団
体
の
事
務
費
に
充
当
で
き
る
推
進
交

付
金
を
十
分
に
配
分
で
き
ず
、
関
係
す
る

皆
さ
ま
の
意
欲
に
水
を
か
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
概

算
決
定
で
は
、
推
進
交
付
金
も
令
和
６
年

度
予
算
の
３
倍
と
な
る
９
億
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
増
額
し
た

予
算
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
で
の
取

組
を
後
押
し
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

年
明
け
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
ご
担

当
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
第
６
期
対
策
の
制

度
内
容
の
周
知
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
誌
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

【令和７年度予算概算決定額 28,460（26,100）百万円】
＜対策のポイント＞
中山間地域等において、農業生産条件の不利を補正することにより、将来に向けた農業生産活動の継続を支援します。

＜事業目標＞
耕作放棄を防止し、中山間地域等の農用地8.4万haの減少を防止［令和７年度から令和11年度まで］

日本型直接支払のうち
中山間地域等直接支払交付金

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．中山間地域等直接支払交付金  27,560（25,800）百万円
農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を単位に、農用地を維持・
管理していくための取決め（協定）を締結し、それにしたがって農業生産活動等を行
う場合に、面積に応じて一定額を交付します。

２．中山間地域等直接支払推進交付金    900（300）百万円
制度の適正かつ円滑な実施に向けた都道府県、市町村等の推進体制を強化します。

「農業生産活動等を継続するための活動」のみを行う場合は交付単価の８割（基礎単価）、 これに加えて
「ネットワーク化活動計画※１の作成」を行う場合は交付単価の10割を交付（体制整備単価） 

10m

0.5m

田︓急傾斜
（傾斜︓1/20）

21,000円/10a

地目 区分 交付単価
（円/10a）

田
急傾斜（1/20~） 21,000

緩傾斜（1/100~） 8,000

畑
急傾斜（15度~） 11,500

緩傾斜（８度~） 3,500

畑︓急傾斜
（傾斜︓15度）

11,500円/10a

2.7m

10m

【主な交付単価】

【対象地域】中山間地域等
（地域振興８法と棚田法指定地域及び知事が定める特認地域）

【対 象 者】集落協定又は個別協定に基づき５年以上継続して耕作を行う農業者等

【加算措置】

① 農業生産活動等を継続するための活動（耕作放棄の発生防止、水路・農道の管理活動等）
 ② 農業生産活動等の体制整備のための取組（ネットワーク化活動計画の作成）

【集落協定等に基づく活動】

［お問い合わせ先］農村振興局地域振興課（03-3501-8359）

加算項目（取組目標の設定・達成が必要） 10a当たり単価
棚田地域振興活動加算

棚田地域振興法に基づく認定棚田地域振興活動計画の対象棚田等
（田1/20以上、畑15度以上）の保全と地域の振興を支援
〔超急傾斜農地保全管理加算、スマート農業加算との重複は不可〕

10,000円
（田・畑）

棚田地域振興活動加算を受ける農地のうち超急傾斜農地
（田1/10以上、畑20度以上）
〔超急傾斜農地保全管理加算、スマート農業加算との重複は不可〕

14,000円
（田・畑）

超急傾斜農地保全管理加算
超急傾斜農地（田1/10以上、畑20度以上）の保全や有効活用を支援

6,000円
（田・畑）

ネットワーク化加算  【上限額︓100万円/年】
ネットワーク化や統合等による人材確保や活動の継続に向けた取組を支援※２

10,000円(最大※３)
（地目にかかわらず）

スマート農業加算  【上限額︓200万円/年】
スマート農業による作業の省力化、効率化に向けた取組を支援

5,000円
（地目にかかわらず）

（注）本制度は、予算の範囲内で交付金を交付する仕組みです。申請額の全国合計が予算額を上回った場合、交付金が減額
されることがあります。

＜事業の流れ＞

※３ 協定面積の規模に応じて段階的に適用単価が変動
（～５ha部分）10,000円／10a、（５ha～10ha部分） 4,000円／10a、（10～40ha部分）1,000円／10a

※下線部は拡充内容

※１ 複数の集落協定間での活動の連携（ネットワーク化）や統合、多様な組織等の参画に向けた計画

国 都道府県
市町村

定額
定額 農業者等

定額
（１の事業）

定額
市町村等 （２の事業）

【対象農用地】 農振農用地区域内かつ地域計画区域内に存し、傾斜等の基準を
満たす農用地

※２ 第５期対策（R2～R6）で実施した集落機能強化加算の経過措置を別途設定

▲図１　令和７年度予算概算決定の概要

農林水産省　農村振興局　農村政策部　農林水産省　農村振興局　農村政策部　
地域振興課　中山間地域・日本型直接支払室 地域振興課　中山間地域・日本型直接支払室 

中山間地域等直接支払交付金の中山間地域等直接支払交付金の
第６期対策（R7～R11）について第６期対策（R7～R11）について
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な
お
、
今
後
の
国
会
で
の
予
算
審
議
や

交
付
金
要
領
等
の
改
正
手
続
き
の
過
程

で
、
一
部
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
に
予
め
ご
了
承
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

第
６
期
対
策
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
、
10
年
後
、
20
年
後
も
見
据
え
た
、
共

同
活
動
が
継
続
で
き
る
体
制
づ
く
り
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
場
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
が
実
感
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
集

落
協
定
の
構
成
員
の
高
齢
化
が
進
み
共
同

活
動
体
制
の
脆
弱
化
が
進
ん
で
き
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
集
落
協
定
で
の

活
動
が
継
続
し
や
す
い
よ
う
に
、
第
５
期

対
策
開
始
時
の
令
和
２
年
度
に
は
、
耕
作

放
棄
発
生
等
の
協
定
違
反
時
の
連
座
制
を

廃
止
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
廃
止

す
る
協
定
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
主
な

理
由
は
、
担
い
手
や
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
が

で
き
な
い
と
い
っ
た
人
材
不
足
で
あ
り
、

廃
止
し
た
協
定
の
９
割
は
体
制
が
脆
弱
な

10‌

ha
未
満
の
小
規
模
協
定
と
な
っ
て
い
ま

す
（
図
２
）。

協
定
廃
止
と
な
れ
ば
、
農
地
の
荒
廃
化

が
一
気
に
進
ん
で
し
ま
う
た
め
、
中
山
間

地
域
の
農
業
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
協
定
の
廃
止
を
防
ぐ
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。
こ
の
た
め
、第
６
期
対
策
で
は
、

活
動
体
制
が
脆
弱
な
小
規
模
協
定
を
中
心

と
し
た
体
制
づ
く
り
を
集
中
的
に
支
援
す

る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
制
度
設
計
を
行
い
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
支
援
対
象

だ
っ
た
集
落
協
定
の
統
合
（
広
域
化
）
に

加
え
、
複
数
の
協
定
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
（
活
動
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
。図
３
）、多
様
な
組
織
や
非
農
業
者
の

参
画
も
支
援
対
象
に
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
体
制
づ
く
り
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
組
は
、

地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
も
、
体
制
づ
く
り
に
向
け
て

期
待
が
高
い
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
６
期
対
策
で
も
、
３
層
構
造
で
交
付

す
る
制
度
の
骨
格
を
継
承
し
ま
す
。
基
礎

単
価
（
交
付
単
価
の
８
割
分
を
交
付
）、

体
制
整
備
単
価
（
体
制
整
備
に
向
け
た
活

動
を
行
う
場
合
に
交
付
単
価
の
２
割
分
を

上
乗
せ
し
て
、満
額
交
付
）、加
算
措
置（
基

礎
的
な
活
動
に
加
え
て
、
課
題
解
決
に
向

け
た
意
欲
的
な
活
動
を
行
う
場
合
に
活
動

費
等
を
支
援
）
の
３
層
構
造
で
す
。
こ
こ

で
は
、
第
５
期
対
策
か
ら
内
容
を
変
更
し

た
体
制
整
備
単
価
と
加
算
措
置
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。

⑴
体
制
整
備
単
価

５
年
間
の
対
策
期
間
内
に
、
集
落
協
定

に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
活
動
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
を
交
付
の
要
件
と
し
ま

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
活
動
計
画
は
、
共

同
活
動
の
体
制
強
化
に
向
け
て
、
集
落
協

定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
統
合
、
多
様
な

組
織
等
の
参
画
の
３
つ
の
取
組
の
中
か

ら
、
１
つ
以
上
の
取
組
を
進
め
る
た
め
の

計
画
づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
（
図
４
）。

集
落
協
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
統
合

は
、
同
じ
地
域
計
画
の
区
域
内
で
進
め
て

い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
第
６

期
対
策
で
は
、
地
域
計
画
と
の
調
和
を
図

る
た
め
、
地
域
計
画
区
域
内
の
農
用
地
で

あ
る
こ
と
を
要
件
化
し
ま
す
。
地
域
計
画

を
通
じ
て
農
地
利
用
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
て
い
る
集
落
協
定
間
で
活
動
の
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
計
画
の

実
現
と
共
同
活
動
の
持
続
性
確
保
や
活
性

化
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
組
織
等
の
参
画
は
、
自
治
会
や

N
P
O
法
人
、地
域
運
営
組
織
（
R
M
O
）

な
ど
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
組
織

や
、
土
地
改
良
区
、
多
面
的
機
能
支
払
活

動
組
織
等
の
農
地
保
全
に
取
り
組
む
組

織
、
学
校
や
企
業
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

や
非
農
業
者
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

共
同
活
動
の
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
だ
け
で
な

く
、
異
分
野
連
携
に
よ
る
化
学
反
応
を
通

じ
た
活
動
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
ま

す
。と

は
い
え
、
現
状
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
や
多
様
な
組
織
等
の
参
画
は
あ
ま
り
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
集
落
協
定

が
今
後
検
討
す
る
う
え
で
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、「
体
制
づ
く
り（
統
合
・

２２　

第

　

第
６６
期
対
策
の
ね
ら
い

期
対
策
の
ね
ら
い

３３　

第

　

第
６６
期
対
策
の
制
度
の
概
要

期
対
策
の
制
度
の
概
要

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

令和元年度末で廃止した集落協定

廃止集落協定数  1,996
うち５ha未満  1,281（64%）
うち５ha～10ha 443（22%）

▲図２　廃止した協定の廃止理由

▲図３　ネットワーク化のイメージ

Ａ
集
落
協
定

B
集
落
協
定

Ｃ
集
落
協
定

D
集
落
協
定

Ｈ
集
落
協
定

・・・

ネットワーク化

集落協定間の連携による
• 事務の一元化
• 草刈り等作業の共同化
• 機械・施設の利用の共同化
• 農作業の共同化 等

《ネットワーク化》
複数の集落協定が事務作業や傾斜法面の草刈り等の作業について、
労力等を補完し合いながら連携して活動を行う体制を構築
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
多
様
な
組
織
等
の
参

画 

等
）
参
考
事
例
集
）」
を
作
成
し
ま
し

た
。
農
林
水
産
省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（h

ttp
s://

w
w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/j/n

o
u
s
in
/

tyusan/siharai_seido/

）

⑵
加
算
措
置
（
図
５
）

①
棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算
（
継
続
）

令
和
元
年
度
に
議
員
立
法
で
制
定
さ
れ

た
棚
田
振
興
法
の
実
行
策
と
し
て
令
和
２

年
度
に
新
設
し
た
本
加
算
を
継
続
し
、
棚

田
の
保
全
や
関
係
人
口
拡
大
、
６
次
産
業

化
等
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
棚
田
振
興

法
に
基
づ
く
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
が
策
定
さ
れ
た
急
傾
斜
農
用
地
は
2
・

5
万
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
加
算
が

適
用
さ
れ
て
い
る
農
用
地
は
0
・
7
万
ha

に
留
ま
っ
て
お
り
、
第
６
期
対
策
に
お
い

て
さ
ら
な
る
取
組
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま

す
。な

お
、
棚
田
振
興
法
は
令
和
６
年
度
末

が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
与

野
党
が
連
携
し
な
が
ら
、
５
年
間
の
延
長

に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

②
超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算（
継
続
）

超
急
傾
斜
農
用
地
（
1
／
10
以
上
の
田

や
20
度
以
上
の
畑
）
の
保
全
活
動
や
有
効

利
用
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
加
算
（
新
規
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
活
動
計
画
に
基
づ

く
、
人
材
確
保
等
の
体
制
づ
く
り
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。
８
月
の
概
算
要
求
の
段

階
で
は
、
複
数
集
落
協
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
又
は
統
合
を
支
援
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
周
辺
に
他
の
集
落
協
定
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援

が
必
要
と
い
う
声
を
関
係
各
所
か
ら
多
く

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
多
様
な
組
織
の

参
画
に
よ
る
体
制
づ
く
り
も
支
援
対
象
に

追
加
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
規
模
協
定
ほ
ど
手
厚
い
単
価

設
定
に
す
る
こ
と
で
、
小
規
模
協
定
の

体
制
づ
く
り
が
進
む
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。

④
集
落
機
能
強
化
加
算
の
経
過
措
置

第
５
期
対
策
に
お
い
て
集
落
機
能
強
化

加
算
に
取
り
組
ん
で
い
た
集
落
協
定
の
活

動
の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
経
過
措
置

を
設
け
ま
す
。
第
５
期
対
策
の
集
落
機
能

強
化
加
算
で
の
「
集
落
機
能
を
強
化
す
る

取
組
」
は
、
地
域
運
営
組
織
の
設
立
や
既

存
の
地
域
運
営
組
織
等
と
の
連
携
に
よ
り

協
定
組
織
の
強
化
を
め
ざ
す
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
目
標
設
定
等
の
運
用
面
に

お
い
て
こ
の
趣
旨
が
十
分
に
浸
透
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

生
活
支
援
の
み
が
目
的
化
さ
れ
た
活
動
が

大
半
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
反
省
点

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
経
過
措

置
で
は
、
目
標
設
定
に
あ
た
っ
て
、
例
え

ば
連
携
す
る
外
部
組
織
と
人
的
資
源
を
補

完
し
合
っ
た
り
、
連
携
活
動
に
よ
り
双
方

の
活
動
が
充
実
、
効
率
化
で
き
る
W
i
n

―W
i
n
の
関
係
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
に

▲図４　集落協定の体制づくりのイメージ

協定の統合が
可能な場合

活動の連携か
ら取り組む場
合

ルール統一が
可能な場合

ルール統一が
困難な場合

etc.

 他の組織から人的支援等を受け
たり、他の組織と人的資源等を
補完し合う関係を構築する

 または非農業者が活動に参画す
る

 合同プロジェクト（イベント開
催、名産品づくり等）の実施な
ど、異分野間での化学反応につ
ながりうる

連携に特化
する場合

独立性を
重視する
場合

協議会

外部組織等

委託

他組織連携

 地域の実情に
合わせて組み
合わせも可能

・・・

・・・

協議会

広域協定

・・・

広域協定

 統合後の広域協定内で作業
単価等のルールを統一

 集落間での人的資源や交付
金の融通がしやすくなる

 意思決定がしやすい

 広域協定から、傘下のグ
ループに配分

 グループ毎に交付金の使途
や作業単価等のルールの独
自性を一定程度確保できる

 災害対応時などでは柔軟は
配分も可能

 各集落協定から協議会に負
担金を拠出し、各集落協定
単独では実施困難となった
事務等を一元化

 各集落協定の独自性を維持
しつつ、協定間の横連携が
できる

 機械の共同利用など、特定
の活動において集落協定間
で連携を実施

 各集落協定の独立性を維持
しながら、必要なことから
横連携を行う

・・・

（旧協定は完全に解消）

（単位︓旧協定、集落、水掛かり等）

負担金を拠出↑

↓交付金を配分

・・・

外部組織等 各集落協定から同一の外部
組織等に事務等を委託（ス
ケールメリットにより委託
先を確保）

 各集落協定の独立性を維持
しながら、ゆるやかに横連
携できる

委託

集落協定間で活動の連携を実施

協議会等の共
同事務局をつ
くる場合

2025年（令和 7年） 2月17日　4第3310号

政　策

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02-06 3310 政策_農水省中山間地域等.indd   4p02-06 3310 政策_農水省中山間地域等.indd   4 2025/02/14   20:42:022025/02/14   20:42:02

https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/


認定棚田地域振興活動計画（認定計画）に基づき、棚田地域の振興を図る取組を行う場合に加算

① 棚田地域振興活動加算（継続）

超急傾斜農地の保全等の取組を行う場合に加算

② 超急傾斜農地保全管理加算（継続）

棚田オーナー制度による
棚田地域振興活動

超
急
傾
斜

急傾斜

緩傾斜

上 限： なし

対 象： 田で1/10以上、畑で20°以上の農地

取 組： 超急傾斜農地の保全（石積み等法面の補修、耕作道等の農作業安全対策、土壌流出防止対策等）

農産物の販売促進等（ブランド化、戦略的な販売に向けた取組等）

取組期間：１～５年

単 価： 6,000円/10a（田、畑）

目標設定： ア「超急傾斜農地の保全」

                イ「超急傾斜農地で生産される農作物の販売促進等」        

上 限： なし
対 象： 棚田地域振興法に基づく認定棚田地域振興活動計画の協定農用地のうち田1/20以上、畑 15°以上
           ※超急傾斜農地保全管理加算、スマート農業加算との重複適用不可
取 組： 棚田等の保全、多面機能の維持・発揮、棚田地域の振興
取組期間：１～５年
単 価： 14,000円/10a（田1/10以上、畑20°以上）   10,000円/10a（田1/20以上、畑15°以上）
目標設定：ア「棚田等の保全に関する目標」
               イ「棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮に関する目標」
               ウ「棚田を核とした棚田地域の振興に関する目標」

上 限： 200万円/年
対 象：集落協定農用地
取 組：スマート農業による共同取組活動の省力化・効率化を図る取組（リモコン式自走草刈機による除草、

ドローンや無人ヘリコプターによる播種・防除・農薬散布、水管理システム、自動鳥獣捕獲機の導入等）
取組期間：１～５年
単 価： 5,000円/10a（地目にかかわらず）
目標設定：取組の定量的な目標を設定

③ネットワーク化加算（新規）

④集落機能強化加算の経過措置

上 限： 100万円/年 ※統合の場合は、統合前の協定単位で上限額を設定
対 象： ア又はイの集落協定の農用地

 ア 20ha以上のネットワーク化（協議会等を設置する場合に限る）又は第６期対策期間中に20ha以上の統合を新たに行った集落協定
 イ 新たに１組織以上の農業者団体以外の組織が活動に参画した上で、２組織以上の農業者団体以外の組織が活動に参画する集落協定

（同じ地域計画区域内に他の集落協定がない場合に限る）
取 組： 主導的な役割を担う人材の確保、農業生産活動等の継続のための取組（担い手等人材確保、高収益作物生産拡大、機械共同利用等）
取組期間： １～５年
単 価： 10,000円/10a（～５ha部分）、4,000円/10a（５～10ha部分）、1,000円/10a（10～40ha部分）

（地目にかかわらず） ※40ha以上部分は単価適用なし
目標設定： ネットワーク化・統合等により実現する農業生産活動等の継続のための取組の定量的な目標を設定

上 限： 200万円/年
対 象：第５期対策（R2～R6）に集落機能強化加算に取り組んでいた集落協定のうち、１組織以上の農業者

団体以外の組織又は構成員の10％以上の非農業者が活動に参画する集落協定の農用地
※ネットワーク化加算本体との重複適用不可 

取 組： 新たな人材の確保に関する取組（外部人材の確保、移住促進等）又は
 集落機能強化する取組（地域づくりなどの団体の設立、集落内外の組織との連携体制の構築等）

取組期間：１～５年
単 価： 3,000円/10a（地目にかかわらず）

⑤スマート農業加算（新規）

リモコン式自走草刈機の導入 ドローンによる防除作業

スマート農業による作業の省力化・効率化を図る取組を行う場合に加算

複数の集落協定間でのネットワーク化、統合等を行った上で、主導的な役割を担う人材の確保や農業生産活動等の継続のため
の活動を行う場合に加算

▲図５　加算措置の概要
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留
意
す
る
な
ど
、
運
用
面
の
改
善
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
単
価
や
体
制
整
備
単
価
に

つ
い
て
は
、
協
定
参
加
者
の
話
し
合
い
と

合
意
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
幅

広
い
使
途
に
活
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
共
同
活
動
の
持
続

性
の
確
保
や
取
り
組
み
体
制
の
強
化
の
た

め
、
農
業
生
産
活
動
等
と
併
せ
て
生
活

支
援
等
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
集
落
機
能
を
強
化
す
る
取
組

に
つ
い
て
は
、
集
落
機
能
強
化
加
算
の
知

見
を
活
か
し
て
、
農
山
漁
村
振
興
交
付
金

の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
令
和
４
年
度
に
創
設

し
た
農
村
R
M
O
形
成
支
援
も
活
用
し
て

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
モ
デ
ル
形
成
支
援
や

伴
走
支
援
に
加
え
、
令
和
７
年
度
に
は
活

動
着
手
支
援
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
総
務
省
や
厚
生
労
働
省

等
の
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
農

村
地
域
の
集
落
機
能
の
強
化
に
力
強
く
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑤
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
（
新
規
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
に
よ
る
集
落
協
定

の
体
制
づ
く
り
と
併
せ
て
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
活
用
に
よ
る
、共
同
活
動
の
省
力
化
、

効
率
化
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第
５

期
対
策
に
お
い
て
も
高
い
効
果
を
発
揮
し

た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
・
播
種
・
肥
料

散
布
等
や
、
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
き
て
い
る

リ
モ
コ
ン
式
自
走
草
刈
機
の
導
入
等
を
支

援
し
ま
す
。令
和
６
年
に
制
定
さ
れ
た「
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
」
の
中
山

間
地
域
で
の
実
践
に
お
い
て
も
、
本
加
算

が
重
要
な
取
組
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
生
産
活

動
の
継
続
に
と
っ
て
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
は
最
も
重
要
な
政
策
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
中
山
間
地
域
を
取
り
巻

く
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
、
本
交
付
金
の
一

層
の
有
効
活
用
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省　

農
村
振
興
局　

農

村
政
策
部　

地
域
振
興
課　

中
山

間
地
域
・
日
本
型
直
接
支
払
室

電
話
番
号
：
０
３

－

３
５
０
１

－

８
３
５
９

４４　

さ
い
ご
に

　

さ
い
ご
に

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
2
月
24
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
３
１
１
号
は
3
月
3
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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石
川
町
の
概
要

石
川
町
は
、
阿
武
隈
地
域
の
豊
か
な
緑
と

清
ら
か
な
水
の
流
れ
等
の
美
し
い
自
然
に
包

ま
れ
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
紬
ぎ
な
が
ら
、

石
川
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

昭
和
30
年
3
月
31
日
に
、
旧
石
川
町
・
沢

田
村
・
山
橋
村
・
中
谷
村
・
母
畑
村
・
野
木

沢
村
が
合
併
し
、
現
在
の
石
川
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。
令
和
7
年
3
月
に
は
合
併
70
周
年

を
迎
え
ま
す
。

本
町
は
、
福
島
県
中
通
り
地
方
南
部
の
石

川
郡
中
央
に
位
置
し
ま
す
。
現
在
の
人
口
は

約
１
３
、
８
０
０
人
で
す
。
面
積
は
、
１
１

５
・
71
㎢
で
、
福
島
県
の
面
積
の
お
よ
そ

0
・
84
％
を
占
め
ま
す
。

標
高
は
２
７
０
ｍ
か
ら
５
７
０
ｍ
で
、
町

の
北
西
部
の
阿
武
隈
川
、
社
川
流
域
に
広
が

る
比
較
的
標
高
の
低
い
平
坦
な
地
域
と
、
町

の
中
東
部
、
阿
武
隈
高
地
の
西
端
と
な
る
中

山
間
地
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
山
間
地

を
流
れ
る
北
須
川
と
今
出
川
流
域
に
市
街
地

が
形
成
さ
れ
、
両
河
川
が
合
流
す
る
町
の
中

央
部
に
商
店
街
や
文
教
施
設
等
が
所
在
し
て

い
ま
す
。

主
要
道
路
と
し
て
は
、
町
を
縦
断
す
る
国

道
１
１
８
号
線
が
、
北
は
須
賀
川
市
、
郡
山

市
へ
と
至
り
、
南
は
茨
城
県
水
戸
市
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
中
心
部
を
起
点
に
、
西
へ
は
主
要
地
方

道
白
河
石
川
線
が
、
東
へ
は
主
要
地
方
道
い

わ
き
石
川
線
が
走
り
、
阿
武
隈
地
域
南
部
の

交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
13
年
に
は
、
東
北
自
動
車
道
の
矢
吹
Ｉ
Ｃ

と
磐
越
自
動
車
道
の
小
野
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
福
島

空
港
道
路
（
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
）
の
開
通

に
伴
い
、
町
の
北
端
に
石
川
母
畑
Ｉ
Ｃ
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
主
要
高
速
道
路
へ
の
ア
ク

▲石川町の風景（県立石川高等学校パソコン部撮影）

福島県

石川町

石い
し

川か
わ

町ま
ち

福
島
県

「
こ
こ
に
住
む
“
人
”
こ
そ

ま
ち
の
“
宝
”
で
す
」

―
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
―
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セ
ス
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
網
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
が
国
道

１
１
８
号
線
に
沿
っ
て
南
北
に
走
り
、
町
中

央
部
の
Ｊ
Ｒ
磐
城
石
川
駅
と
北
西
部
の
Ｊ

Ｒ
野
木
沢
駅
を
多
く
の
町
民
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

気
候
は
、
年
間
平
均
気
温
約
14
℃
と
比
較

的
温
暖
で
、
降
雪
も
少
な
く
、
風
速
も
年
間

平
均
1
・
6
ｍ
／
ｓ
と
穏
や
か
で
す
。

歴
史町

の
歴
史
は
古
く
、
約
1
万
5
千
年
前
の

旧
石
器
時
代
後
期
か
ら
人
々
の
営
み
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
鳥
内
遺
跡
は
東
北
地

方
の
弥
生
文
化
研
究
の
先
駆
け
と
な
る
重

要
遺
跡
と
し
て
福
島
県
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

中
世
に
は
石
川
氏
が
こ
の
地
を
長
く
支
配

し
ま
し
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
奥
羽
仕
置
き
に

よ
り
退
去
さ
せ
ら
れ
、
領
主
の
い
な
い
江
戸

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
石
川
の
中
心
部
は
商

工
業
者
の
集
ま
る
町
と
な
り
、
浜
通
り
と
中

通
り
を
結
ぶ
結
節
点
、
宿
場
と
し
て
発
展
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
庶
民
に
よ
る
活
動
の
中
か

ら
、
人
々
の
話
し
合
い
の
気
風
が
生
ま
れ
、

明
治
時
代
に
は
東
北
地
方
最
初
の
政
治
組
織

「
有
志
会
議
（
後
の
「
石
陽
社
」）」
が
結
成

さ
れ
る
な
ど
自
由
民
権
運
動
の
中
心
地
と
し

て
、
全
国
的
に
そ
の
名
が
広
ま
り
ま
し
た
。

石
川
町
の
自
然
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本

町
中
心
部
に
広
が
る
花
崗
岩
中
か
ら
産
出
さ

れ
る
鉱
物
で
す
。
そ
の
結
晶
の
大
き
さ
・
美

し
さ
と
種
類
の
豊
富
さ
は
国
内
随
一
で
、「
日

本
三
大
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
産
地
」
に
も
数

え
ら
れ
、
中
に
は
、
外
国
の
博
物
館
に
展
示

さ
れ
て
い
る
鉱
物
も
あ
る
程
で
す
。
ま
た
、

近
年
、
日
本
地
質
学
会
が
選
定
し
た
「
県
の

石
」
に
は
、
こ
の
「
石
川
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト

鉱
物
」
と
石
川
町
も
含
ま
れ
る
「
阿
武
隈
高

地
の
片
麻
岩
」
が
選
定
さ
れ
、「
鉱
物
」
そ

し
て
「
岩
石
」
の
町
と
し
て
一
層
知
名
度
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
町
は
石
造
狛
犬
で
も
有
名
で
す
。
本
町

出
身
の
石
工
、小
松
寅
吉
・
小
林
和
平
が
彫
っ

た
飛
び
狛
犬
は
類
い
ま
れ
な
る
技
術
と
独
特

な
作
風
で
、見
た
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
4
月
に
は
、
石
川
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
（
イ
シ
ニ
ク
ル
）
が
移
転
オ
ー
プ

ン
し
、
本
町
の
歴
史
や
民
俗
、
鉱
物
・
岩
石

の
展
示
の
ほ
か
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
や

Ｖ
Ｒ
映
像
に
よ
る
体
験
型
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
狛
犬
や
鉱
物
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
を
開
催
し
、
訪
れ

る
方
に
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

観
光
・
魅
力
Ｐ
Ｒ

町
の
中
心
部
を
流
れ
る
北
須
川
・
今
出
川

沿
い
に
は
2
、０
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、

幾
重
に
も
連
な
る
姿
は
「
い
し
か
わ
桜
谷
」

と
呼
ば
れ
、多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

県
指
定
天
然
記
念
物
で
樹
齢
５
０
０
年
以
上

と
さ
れ
る
「
石
川
の
高
田
ザ
ク
ラ
」
を
は
じ

め
と
し
て
、
町
内
全
域
に
桜
の
巨
木
が
多
く

見
ら
れ
、桜
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
東
北
屈

指
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
と
し
て
名
高
い
母
畑
温

泉
の
ほ
か
、
猫
啼
温
泉
、
片
倉
温
泉
、
塩
ノ

沢
温
泉
が
あ
り
、
四
季
を
と
お
し
て
多
く
の

入
湯
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

農
畜
産
業
も
盛
ん
で
、
り
ん
ご
、
桃
、
梨

等
の
果
物
や
黒
毛
和
牛
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
魅
力
的
な
地
場
産
品
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
6
年
に
は
町
の
観
光
物
産
機
能
を
担

う
、
一
般
社
団
法
人
地
域
商
社
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ�

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
（
サ
ク
ラ
イ
ズ
）
が
設
立
さ
れ
、

観
光
振
興
と
地
場
産
品
の
魅
力
化
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
8
年
に
は
、
国
道
１
１
８
号

線
沿
い
の
約
２
０
、
０
０
０
㎡
の
面
積
を
有

す
る
敷
地
内
に
、
物
販
施
設
、
飲
食
施
設
、

情
報
発
信
施
設
、
芝
生
広
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

等
を
備
え
た
、「
道
の
駅
」
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
お
り
、
多
数
の
人
が
訪
れ
る
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と

▲あさひ公園

▲水晶

▲狛犬
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を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
自
治

昭
和
21
年
の
社
会
教
育
法
発
布
後
間
も
な

い
12
月
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
中
野
公
民

館
」
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
26
年
5
月
ま
で
に

は
、
町
内
す
べ
て
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
24
年
に
は
、
県
モ
デ
ル
公
民
館

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
先
駆
的
役
割
を
果
た

し
、
自
立
進
取
と
地
域
自
治
の
精
神
が
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
、
自
ら
地
域
の
将
来

像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
事

柄
を
考
え
、
話
し
合
い
、
行
政
が
サ
ポ
ー
ト

し
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
21
年
か
ら
は
公
民
館
を
自
治
セ

ン
タ
ー
へ
と
再
編
し
、
平
成
28
年
か
ら
は
地

域
運
営
組
織
と
な
る
地
域
自
治
協
議
会
が
町

内
全
域
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
各
協
議
会
で

は
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
活
動
や
環
境
整
備

を
は
じ
め
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
福
祉
向
上

に
加
え
、
地
域
住
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
等
も

開
催
さ
れ
、
近
年
は
移
住
・
定
住
や
農
業
体

験
を
目
的
と
し
た
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
や
特
産
品
の

開
発
等
の
地
域
活
性
化
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
再
生

平
成
26
年
に「
ま
ち
な
か
再
生
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
ま
ち
な
か
の
拠
点
づ
く
り
・
ま

ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
・
歴
史
・
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
・
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
・

公
共
用
地
の
利
活
用
の
5
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
翌
年
か
ら
ま
ち
な
か
の
活
力
と
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
た
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
拠
点

づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
歴
史
・
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
鈴
木
重
謙
屋
敷
の

復
原
（
平
成
30
年
供
用
開
始
）
と
住
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
公
共
用
地
の
利
活
用
の
推

進
に
向
け
た
旧
石
川
小
学
校
の
減
築
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
文
教
福
祉
複
合
施
設

「
モ
ト
ガ
ッ
コ
」
の
整
備
を
進
め
、
平
成
31

年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

モ
ト
ガ
ッ
コ（
文
教
福
祉
複
合
施
設
）

大
人
は
こ
ど
も
の
頃
か
ら
通
っ
て
い
た

「
学
び
舎
」、
こ
ど
も
は
今
ま
で
通
い
続
け
て

い
た「
学
び
舎
」の
両
者
を
つ
な
げ
る
場「
結

び
舎
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
集
い
」・「
遊
び
」・

「
学
ぶ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
な
る
こ
の
施

設
に
は
、
図
書
館
、
生
涯
学
習
施
設
、
公
民

館
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
広
場
や
屋
内
遊
び
場
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
町
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
本
施
設
は
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
し
、
連
日
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

廃
校
利
活
用

ま
た
、
令
和
3
年
度
に
は
、
地
元
の
方
々

が
校
舎
を
思
う
気
持
ち
が
き
っ
か
け
と
な
り

「
一
般
社
団
法
人
ひ
と
く
ら
す
」
を
設
立
し
、

町
の
豊
か
な
自
然
を
最
大
限
に
活
か
す
「
自

然
環
境
活
用
型
の
施
設
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

▲いしかわ桜谷

▲地域で育てたサツマイモの収穫

▲鈴木重謙屋敷

▲モトガッコ（文教福祉複合施設）
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「
火
」
と
「
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
や
体
験
と
宿
泊
が
で
き
る
施

設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
小
学
校
3
校
に
つ
い
て

は
地
元
の
私
立
学
校
へ
寄
宿
舎
と
し
て
譲
渡

し
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
学
生
が
増
え
た

こ
と
で
住
民
に
も
好
影
響
を
与
え
て
お
り

ま
す
。

ま
ち
プ
ロ
活
動

本
町
に
は
、
県
立
石
川
高
等
学
校
と
学
法

石
川
高
等
学
校
の
2
校
が
所
在
し
て
お
り
、

次
代
を
担
う
高
校
生
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
あ
る
、
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
：
「
ま
ち
プ
ロ
」）
を
平

成
27
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、「
ま
ち
な
か
に
高
校
生
の
居
場
所
（
リ

ビ
ン
グ
）
を
作
ろ
う
！
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
考
え
、

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
鈴
木
重
謙
屋
敷
を
舞
台
に
し

た
、
高
校
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ル
シ
ェ
、

屋
敷
内
の
ヒ
バ
の
木
を
活
か
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
、
こ
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
が
楽
し
み
、
ま
ち

な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
内

容
や
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
情
報
誌
を
発

行
し
、
多
く
の
人
に
こ
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年

に
は
、
福
島
県
内
の
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
の
活
動
を
提

案
す
る
「
ふ
く
し
ま
高
校
生
社
会
貢
献
活

動
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、最
優
秀
賞
を
、

令
和
2
年
に
は
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

連
盟
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
ち
プ

ロ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ

着
実
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
平

成
30
年
度
の
中
心
メ
ン
バ
ー
（
当
時
、
高
校

生
）
が
高
校
の
教
員
と
な
り
、
町
に
戻
り
、

ま
ち
プ
ロ
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

こ
ど
も
子
育
て
支
援

本
町
で
は
平
成
31
年
4
月
に
、
次
代
を
担

う
町
の
宝
で
あ
る
こ
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

に
、健
や
か
に
成
長
で
き
る
こ
と
を
願
い「
い

▲ひとくらす▲ひとくらす（温もりのある室内）

▲ひとくらす（宿泊室）

▲高校生がプレゼンする様子 ▲クリスマスイルミネーション
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し
か
わ　

子
ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
、
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

「
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
」「
子
育
て
家
庭

へ
の
経
済
的
支
援
」「
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
」
の
3
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
各
種

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
」
で
は
、
産

婦
人
科
・
小
児
科
の
専
門
医
療
機
関
が
な
い

本
町
で
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
環
境
整
備
の
1
つ
と
し
て
、
妊
婦
や

子
育
て
世
帯
が
、産
婦
人
科
医
や
小
児
科
医
、

助
産
師
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
24
時
間

相
談
で
き
る
「
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
サ
ー
ビ
ス
」
を
令
和
５
年
度

か
ら
開
始
し
、
子
育
て
世
帯
の
不
安
の
解

消
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年

4
月
に
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
担
う
「
こ
ど
も
家
庭
係
」
を
新
設
し
、

町
内
全
て
の
こ
ど
も
と
そ
の
家
庭
、
妊
産

婦
に
対
し
て
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
体

制
を
整
備
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
」
で
は
、

子
育
て
・
若
者
世
帯
の
住
宅
取
得
支
援
と
し

て
最
大
で
２
０
０
万
円
を
交
付
す
る
補
助
制

度
の
ほ
か
、
新
生
児
誕
生
祝
金
の
支
給
や
2

歳
以
下
の
児
童
を
保
育
施
設
に
預
け
な
い
在

宅
で
の
育
児
を
支
援
す
る
在
宅
育
児
支
援
金

の
支
給
、
私
立
保
育
施
設
に
通
う
3
歳
児
以

上
の
給
食
費
の
補
助
の
実
施
や
町
立
保
育

所
・
小
中
学
校
の
給
食
費
の
全
額
無
償
化
を

行
い
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」
で
は
、

町
の
文
教
福
祉
複
合
施
設
「
モ
ト
ガ
ッ
コ
」

で
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た

遊
び
や
交
流
の
場
で
あ
る「
ス
キ
ッ
ズ
広
場
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。毎
週
金
曜
日
に
は「
子

育
て
相
談
会
」
を
開
催
し
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
新
た
な
子
育
て
支
援
拠
点

と
な
る
町
立
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
を
進

め
て
お
り
、
令
和
7
年
度
に
開
園
す
る
予

定
で
す
。

�

福
島
県
石
川
町
長　

首
藤　

剛
太
郎 ▲安心して子育てができる町
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慶應義塾大学経済学部助教、
後藤・安田記念東京都市研究
所研究員、明治大学政治経済
学部専任講師を経て 2024 年
４月より現職。

明治大学
政治経済学部
准教授

慶應義塾大学経済学部助教、
内閣府計量分析室、岩手大学
人文社会科学部准教授を経て、
2021年４月より現職。

東京経済大学
経済学部
教授

主　　　　　　 催：JFM・GRIPS 連携プロジェクト（事務局　政策研究大学院大学）
Youtubeチャンネル：https://www.youtube.com/channel/UCaO86yPaGKs5hgPwj2KgASw
プ ロ ジ ェ ク ト HP：https://gripslocalgovernance.institute/

現地調査から見えたデンマーク・ドイツの教育インフラの整備・維持管理と地方財政
― 十｢国｣十色、現場に立つ地方自治 ―

　地方公共団体金融機構（JFM）と政策研究大学院大学（GRIPS）は、2021年に人口減少等社会構造変革下における地方
財政に関する調査研究プロジェクトを立ち上げ、これまで教育・人づくりをテーマとして調査研究を行ってきました。
第８回フォーラムでは、デンマークとドイツでの現地調査を通じて明らかになった、両国の教育インフラの整備・管理
に関する制度や地方自治体の役割、またその運用状況などについて紹介します。二つの国の事例から、社会構造変革下
にある日本のこれからの公共施設管理について、考えるべき中長期的・構造的視点や研究の方向性を議論します。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊

「
現
職
参
加
」
の
継
続
と
発
展

熊
本
県
北
に
位
置
す
る
玉
東
町
。
豊
か

な
土
壌
を
活
か
し
、
み
か
ん
や
希
少
な
ス

モ
モ
等
、
多
彩
な
果
物
を
特
産
品
と
す
る
。

自
然
に
恵
ま
れ
る
、
人
口
約
五
千
人
の
こ

の
町
で
は
、
積
極
的
な
国
際
協
力
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
役
場
職
員
が
休
職

し
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に
参
加
す
る「
現

職
参
加
」
が
可
能
と
さ
れ
た
の
も
そ
の
一

つ
だ
。

玉
東
町
長
の
前
田
移
津
行
氏
は
「
海
外

を
志
す
若
い
者
の
希
望
を
摘
ん
で
は
い
け

な
い
。
世
界
を
見
、
肌
で
感
じ
、
何
か
を

掴
ん
で
帰
国
し
た
ら
、
そ
の
目
線
で
仕
事

を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

町
職
員
の
協
力
隊
へ
の
現
職
参
加
者
は

続
き
、
ほ
か
に
も
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力

隊
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
協
力
隊
合

格
者
を
、
現
地
派
遣
前
に
迎
え
て
地
域
の

取
組
を
学
ん
で
も
ら
い
、
派
遣
後
に
も
現

地
で
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
）
の
受
け

入
れ
も
開
始
す
る
玉
東
町
。
加
え
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
や
、
生
活
支

援
に
も
至
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
協
力
に

関
わ
る
端
緒
を
開
い
た
と
も
い
え
る
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
渡

邉
拓
人
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

玉
東
町
役
場
か
ら
マ
ラ
ウ
イ
の
病
院
へ　

５
Ｓ
︲
K
A
I
Z
E
N
と
空
手
の
活
動

こ
ど
も
の
頃
か
ら
玉
東
町
に
な
じ
み

育
っ
た
渡
邉
さ
ん
。
町
が
好
き
で
町
に
関

わ
る
仕
事
と
し
て
、
役
場
職
員
へ
の
道
は

自
然
だ
っ
た
と
話
す
。
同
時
に
海
外
へ
の

憧
れ
や
、
親
戚
に
協
力
隊
経
験
者
が
い
て

関
心
が
あ
っ
た
も
の
の
「『
海
外
の
国
際
協

力
』
と
『
地
元
の
役
場
』
と
は
、
ま
っ
ぷ

た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
」
で
諦
め
て
い
た
。

そ
れ
が
三
十
歳
手
前
の
頃
、
町
へ
の
思

い
は
変
わ
ら
な
い
が
、
も
っ
と
広
い
視
野

を
持
ち
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
考
え
、
協
力
隊
参
加
を
決
意
し
た
。
当

初
は
退
職
も
視
野
に
あ
っ
た
が
、
上
司
や

周
囲
が
辞
め
ず
に
方
法
を
模
索
。
結
果
、

条
例
が
で
き
る
に
至
り
、
渡
邉
さ
ん
は
役

場
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
現
職
参
加
の
隊
員

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
へ
旅
立
つ

こ
と
に
な
っ
た
。

活
動
は
「
現
地
の
病
院
で
５
Ｓ

－

Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
普
及
定
着
・
業
務
の
効
率
改
善

を
め
ざ
す
」
は
ず
が
、
行
っ
て
み
れ
ば
窓

は
割
れ
た
ま
ま
、
扉
も
な
い
よ
う
な
建
物

だ
っ
た
。
職
場
の
ボ
ス
は
「
支
援
よ
り
車

が
ほ
し
い
」
と
い
う
。
効
率
改
善
ど
こ
ろ

で
は
な
い
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
は
、
地
道
な
薬
の
パ
ッ
キ
ン
グ
や

整
理
整
頓
の
補
助
に
努
め
、
日
本
人
と
し

て
役
場
で
勤
務
し
て
き
た
経
験
が
大
変
役

立
っ
た
。
細
か
い
積
み
重
ね
か
ら
、
業
務

効
率
は
少
し
ず
つ
向
上
し
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
５
Ｓ
の
理
解
は
進
ん
だ
。
院
内
で
課

対
抗
５
Ｓ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
と
、
熱
意
あ
る
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

そ
の
後
も
整
理
整
頓
は
継
続
し
て
い
く
。

渡
邉
さ
ん
は
、「
さ
せ
ら
れ
た
感
が
な
い
、

自
発
的
に
取
り
組
む
仕
事
は
続
く
も
の
だ
」

と
実
感
し
た
。
ま
た
、「
５
Ｓ
の
ひ
と
つ
、

Shine

は
清
掃
、
き
れ
い
な
活
動
を
保
つ
こ

と
で
す
が
、
こ
の
清
掃
作
業
は
『
自
分
の

も
の
』
を
感
じ
、『
自
分
の
も
の
』
を
大
事

に
す
る
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
芽
生
え
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
う
。

現
地
二
年
目
、
渡
邉
さ
ん
に
も
う
一
つ
、

空
手
の
活
動
が
生
ま
れ
た
。
日
本
で
は
指

導
経
験
を
有
し
、
マ
ラ
ウ
イ
の
日
本
大
使

館
主
催
の
空
手
道
大
会
で
は
、
代
表
し
て

演
武
を
披
露
。
あ
る
時
、こ
ど
も
か
ら
「
空

手
を
教
わ
り
た
い
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、

当
初
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
現
地
の
人
々

の
遅
刻
癖
も
身
に
染
み
て
い
た
の
と
、
半

端
な
気
持
ち
で
武
道
を
な
め
て
ほ
し
く
な

熊本県内の市区町村庁舎の中で最も歴史のある玉東
町役場庁舎にて勤務する渡邉拓人さん。（※令和６
年４月時点。）
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か
っ
た
か
ら
だ
。
繰
り
返
し
頼
ま
れ
出
し

た
条
件
は
「
空
手
は
礼
儀
を
重
ん
じ
、日
々

の
稽
古
が
重
要
な
た
め
、
き
ち
ん
と
通
う

こ
と
。
サ
ボ
る
な
ら
教
え
な
い
こ
と
」
だ
。

そ
の
後
、
彼
ら
は
毎
日
、
渡
邉
さ
ん
が
マ

ラ
ウ
イ
を
離
れ
る
日
ま
で
本
当
に
サ
ボ
り

も
遅
刻
も
な
く
稽
古
に
や
っ
て
き
た
。
驚

く
程
の
熱
意
だ
っ
た
。
当
初
五
名
程
だ
っ

た
の
が
三
十
人
に
ま
で
増
え
大
会
の
入
賞

者
も
出
る
に
至
っ
た
。「
人
は
自
分
が
求
め

る
こ
と
は
、
自
ら
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ

と
。
職
場
の
活
動
に
も
通
じ
る
と
感
じ
ま

し
た
」
と
話
す
。

地
方
と
国
際
協
力
と
は

分
か
た
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

現
地
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
行

動
し
て
い
た
渡
邉
さ
ん
は
、
帰
国
し
元
の

職
場
に
戻
り
「
仕
事
に
対
す
る
感
覚
が
全

く
変
わ
っ
て
い
て
、
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
た
」
と
い
う
。
内
に
閉
じ
て
、
人
か
ら

ど
う
見
ら
れ
る
か
と
い
う
感
覚
が
無
く

な
っ
た
。
仕
事
は
見
つ
け
て
や
る
も
の
と

な
り
、
は
か
ど
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
思

い
が
け
な
い
仕
事
の
担
当
と
な
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
と
、
生
活
支

援
だ
っ
た
。

町
長
の
「
小
さ
な
町
で
も
で
き
る
支
援

が
あ
る
」
と
の
思
い
だ
っ
た
が
、
と
か
く

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
。
何
か
ら
す
べ
き

か
手
探
り
状
態
の
中
で
、
熊
本
県
玉
名
市

の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
れ
ん
げ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
で
働
く
本
田

香
織
さ
ん
に
相
談
し
た
。
本
田
さ
ん
と
は

同
じ
協
力
隊
経
験
者
と
し
て
面
識
が
あ
り
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
四
十
年
以
上
に
わ
た
る
海

外
の
難
民
支
援
の
実
績
を
有
す
る
。

ま
ず
は
二
人
で
情
報
収
集
か
ら
着
手
。

言
葉
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
在
住

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
探
し
て
面
会
に
行
っ
た
。

話
を
聞
く
と
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
力
に
な

れ
れ
ば
と
夫
婦
そ
ろ
っ
て
玉
東
町
ま
で
移

転
、
通
訳
翻
訳
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ポ
ー

ト
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
。
住
居
は
町
営
住

宅
を
提
供
。
渡
邉
さ
ん
は
、
町
の
人
々
の

「
な
に
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
理
解
と

協
力
ぶ
り
に
驚
い
た
と
い
う
。

小
さ
な
町
な
ら
で
は
の
動
き
の
良
さ
が

あ
る
。
多
く
の
人
が
知
人
や
こ
ど
も
を
介

し
て
避
難
民
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

他
人
事
と
考
え
ず
動
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
。

当
初
の
想
定
三
世
帯
の
受
け
入
れ
が
、
結

果
、
六
世
帯
と
な
っ
た
。

「
ひ
と
り
で
は
な
く
、
協
力
隊
の
つ
な
が

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
わ
る
方
々
、
役
場

や
町
民
の
想
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ま

で
、
多
く
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
す
。
昔
は
『
国
際
協
力
と
地

方
は
異
な
る
も
の
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
『
国
際
協
力
は
地
方
に
ま
じ

わ
っ
て
い
く
』
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
渡

邉
さ
ん
は
話
す
。

今
後
は
、町
に
住
む
外
国
ル
ー
ツ
の
人
々

の
サ
ポ
ー
ト
も
よ
り
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
渡
邉
さ
ん
。
自
身
が
マ
ラ
ウ
イ

の
人
々
に
世
話
に
な
っ
た
記
憶
、
日
本
で

も
そ
う
い
う
形
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
渡
邉
さ
ん
の
国
際
協
力

の
経
験
は
、
協
力
隊
の
活
動
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ
ら
に
玉
東
町
で
進
ん
で
い
る
。

〔
執
筆
者
：
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
〕

JICA 海外協力隊経験者へのエール
玉東町長　前田移津行氏
渡邉さんは冒険心が強い。協力隊の帰国後も、彼
にはしっかりした仕事を任せたいと思っていまし
た。ウクライナ避難民の受け入れもそのひとつ。
協力隊経験者には、何でも受け入れる懐の深さが
あると感じています。こどもたちには、世界に目
を向けてほしいし、外国の人々にも触れていって
ほしい。小さな町で国際的なものを受け入れる土
壌を、協力隊経験者にのこしていってもらいたい。

地域の小学校で空手を教え、全国大会の入賞者も
輩出した。

玉東町長の前田移津行さん（左）と渡邉拓人さ
ん（右）。

アフリカ・マラウイのドーワ県立病院で 5S活
動を行った渡邉さん。
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町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
2
0
1
2
年
12
月
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
公
募
を
実
施
し
、
1
2
3
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。
続

い
て
2
0
1
3
年
3
月
か
ら
は
愛
称
を
募
集

し
、
応
募
作
品
2
7
6
点
か
ら
管
内
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
約
1
0
0
0
人
に
よ
る
投
票
の

結
果
、「
つ
る
り
ん
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。「
つ

る
り
ん
」
は
、
町
の
花
「
り
ん
ご
の
花
」
が
つ

い
た
町
の
鳥
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
」
の
帽
子
を
か

ぶ
り
、
背
中
に
は
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
」
の
小
さ

な
羽
と
尾
っ
ぽ
が
生
え
て
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

胸
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
は
町
章
で
す
。

「
鶴
の
舞
橋
春
ま
つ
り
」
や
「
つ
る
た
ま
つ
り
」

等
、
町
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
「
つ

る
り
ん
」。2
0
2
4
年
に
は
新
し
い
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
つ
る
た
ん
」
が
誕
生
し
、
今
後
は

ふ
た
り
で
力
を
合
わ
せ
て
行
う
鶴
田
町
の
P
R

活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
9
年
、
御
宿
町
は
、
国
の
「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
に
よ
り
展

開
し
た
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る

観
光
推
進
事
業
」
の
一
環
で
、
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

4
3
1
点
の
中
か
ら
誕
生
し
た
の
が
「
エ
ビ
ア

ミ
ー
ゴ
」
で
す
。
町
特
産
品
の
「
伊
勢
え
び
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
友
だ
ち
を
意
味
す
る
「
ア

ミ
ー
ゴ
」
を
か
け
あ
わ
せ
て
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
歴
史
的
に
交
流
の
深
い
メ
キ
シ
コ
合
衆

国
の
伝
統
的
な
帽
子
「
ソ
ン
ブ
レ
ロ
」
を
被
り
、

童
謡
「
月
の
沙
漠
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
美
し

い
海
岸
を
含
む
3
つ
の
海
岸
で
サ
ー
フ
ィ
ン

が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、
背
中
に
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
町
が
推
進
す
る
乗

合
車
両
が
「
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
」
と
名
付
け
ら

れ
る
等
、
町
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
エ

ビ
ア
ミ
ー
ゴ
」。
秋
の
「
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢
え

び
祭
り
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
、
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
御
宿
町
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

元気いっぱいで好奇心旺盛な性格。サー
フィンが得意。好きな食べ物はタコス。
カラスが苦手。家族構成は、父（エビ
パードレ）、母（エビマードレ）、妹（エ
ビペケーニョ）。エビセニョリータとい
うガールフレンドもいる。

うららん（写真右）：一見おっとりしている
が根は頑固。趣味は、ネイル（蹄）アート。
いちご大福が大好き。かわたん（写真左）ひょ
うきんでお調子者だが少し寂しがり屋な一
面もある。野球とサッカーが得意。いくら
丼が大好き。ふたりは同じ8月8日生まれの
幼なじみ。

永
遠
の
5
歳
？
ヶ
月
。
明
る
く
元
気
だ
け
ど
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
。
ダ
ン
ス
が
得
意
で
、
町
の
み
ん
な
の
笑
顔
を
み
る
こ
と
が
大

好
き
。
趣
味
は
温
泉
巡
り
。

　
2
0
1
1
年
度
の
総
合
的
な
学
習
で
の
取

組
と
し
て
浦
河
高
校
の
生
徒
が
考
案
し
、
浦

河
町
が
公
式
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
採
用
し
た
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

2
0
1
2
年
度
に
は
、
愛
称
を
町
民
に
公
募

し
、
応
募
総
数
4
6
4
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

誕
生
し
た
の
が
「
う
ら
ら
ん
」
と
「
か
わ
た
ん
」

で
す
。
2
0
1
4
年
3
月
19
日
に
着
ぐ
る
み

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
浦
河
町
に
は
、

馬
の
牧
場
や
J
R
A
の
施
設
等
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
2
体
と
も
モ
チ
ー
フ
は
馬
で
す
。「
う

ら
ら
ん
」
は
頭
に
桜
の
花
を
あ
し
ら
い
、
町

特
産
品
の
「
夏
イ
チ
ゴ
」
を
模
し
た
ポ
シ
ェ
ッ

ト
を
さ
げ
、「
か
わ
た
ん
」
の
髪
は
町
特
産
品

の
「
日
高
昆
布
」
で
、
ブ
ラ
ン
ド
鮭
「
銀
聖
」

を
模
し
た
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
浦
河
桜
ま
つ
り
」
や
「
浦

河
港
ま
つ
り
」、「
う
ら
か
わ
馬
フ
ェ
ス
タ
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ふ
た
り
仲
良
く
、

浦
河
町
の
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

う
ら
ら
ん
・
か
わ
た
ん

う
ら
ら
ん
・
か
わ
た
ん

つ
る
り
ん

つ
る
り
ん
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15　2025年（令和 7年） 2月17日 第3310号

情　報
（第三種郵便物認可）町 村 週 報

近年、自然災害が増加し、全国各地で甚大な被害が発生しています。中でも、豪雨災害の発生要因
となっている線状降水帯は、今後も多く発生することが予想されています。
毎年多くの避難指示等が発令されますが、発令の約 9 割以上が災害救助法の適用にいたっていませ
ん。未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければなり
ません。その財政負担を軽減するのが「災害対策費用保険制度」です。
想定外の自然災害が増加する昨今の状況を踏まえ、住民の生命・身体の保護を図るため、ぜひ災害
対策費用保険制度をご活用ください。

ただし、災害救助法の適用を受けた災害は対象
外となります。

※�令和 6年度より、災害救助法第2条第2項の
みの適用を受けた災害は一部の費用を除き補
償対象となります。

避難所の設置費用や飲料水等
の供給費用等が対象！

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！
梅雨前線に伴う大雨により、避難指示を
発令。消防団員の出動手当や庁舎内・避
難所に配置した職員の超過勤務手当など
にかかった費用の半額が保険から支払わ
れ、財政上、助かった。保険の請求手続
きが、それほど煩雑ではないところも良
かった。

事故概要
台風 10 号の接近に伴い、大雨や暴風による人的被害
発生の可能性があるため「避難勧告」を発令した。避
難所を 9 箇所開設し、583 名が避難。

保険金支払
食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約 106
万円、職員の超過勤務手当約 366 万円の合計約
472 万円の保険金が支払われた。

引受幹事保険会社
損害保険ジャパン株式会社　団体・公務開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1　
TEL 03-3349-5408 （受付時間：平日の午前 9 時から午後 5 時まで）

取扱代理店
株式会社千里
〒100-0014 東京都永田町 1-11-32　全国町村会館西館内
TEL 03-5512-4750 （受付時間：平日の午前 9 時半から午後 5 時まで）

保険のおかげで早めに判断で
きたことにより、地域住民へ
の避難指示の呼びかけがス
ムーズに行えた。
また、消防団の出動手当（※）

も保険対象となることから、迷わず要請できた。
※加入している町村が支出した出動手当が対象

災害対策費用保険制度をご活用ください

このご案内は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

SJ24-14869（2025.2.5）

災害対策に
役立っています！

●令和 6 年度加入実績
加入団体数 373 団体

●令和 5 年度支払実績
支払件数 318 件

支払保険金 213,665,752 円

支払保険金平均 671,905 円

   詳細は　　　　　　 で検索！ ※加入の申し込み、お問い合わせは、
　お近くの都道府県町村会までご連絡ください。zck 費用保険

●台風による避難勧告等の具体事例

p15 3310 情報_災害対策費用保険制度.indd   15p15 3310 情報_災害対策費用保険制度.indd   15 2025/02/10   16:51:312025/02/10   16:51:31



●
ま
ち
へ
の
想
い

「
隠
岐
に
帰
っ
て
牛
突
き
を
し
ま
す
」、

「
蓮
華
会
舞
に
関
わ
っ
て
守
っ
て
い
き
た

い
」、「
介
護
士
に
な
っ
て
島
に
帰
り
た
い
」

若
い
世
代
と
の
話
で
し
た
。
そ
の
言
葉
の

裏
側
は
、
い
た
っ
て
単
純
明
快
で
「
隠
岐

の
島
が
好
き
だ
か
ら
」。
こ
の
言
葉
に
、

島
を
大
切
に
す
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

誰
も
が
胸
を
張
っ
て
好
き
だ
と
言
え
る

ま
ち
を
め
ざ
し
、「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」、「
訪
れ
て
良
か
っ
た
」

の
３
つ
の
良
か
っ
た
が
響
く
ま
ち
の
実
現

を
目
標
に
掲
げ
、
平
成
28
年
か
ら
町
政
運

営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

就
任
当
初
、「
３
つ
の
良
か
っ
た
っ
て

何
？
」
と
言
う
声
が
多
く
、
悶
々
と
し
た

中
で
町
政
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

今
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、「
こ
れ

は
住
ん
で
良
か
っ
た
だ
な
」、「
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
」な
ど
、

町
の
進
む
べ
き
道
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
共
有
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

●
ま
ち
の
紹
介
を

本
土
か
ら
80
㎞
に
位
置
す
る
人
口
約
１

３
、
４
０
０
人
の
離
島
の
町
で
す
。
そ
の

面
積
は
、
琵
琶
湖
の
約
３
分
の
１
で
、
２

４
２
・
82
㎢
。
平
成
16
年
に
1
町
3
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

以
前
は
、
後
鳥
羽
上
皇
、
後
醍
醐
天
皇

配
流
の
島
と
し
て
史
実
を
も
っ
て
知
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
こ
れ
に
加
え
、

竹
島
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
ワ
ー
ド

で
も
広
く
認
知
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。竹

島
は
、
本
町
の
北
西
１
５
８
㎞
に
位

置
す
る
面
積
０
・
20
㎢
の
日
本
固
有
の
領

土
で
す
。
現
在
は
韓
国
に
不
法
占
拠
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
領
土
問
題
は
国
家
間
の
問

題
で
す
。
島
民
の
思
い
は
、「
あ
の
暫
定

水
域
で
、
昔
の
よ
う
に
漁
が
し
た
い
」
た

だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
。

ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
従
来
、

地
形
・
地
質
遺
産
の
保
全
活
動
等
に
よ
り

認
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
隠
岐
は
初
め

て
、
そ
れ
ら
に
加
え
「
人
の
営
み
（
特
異

な
文
化
や
習
俗
）」
が
評
価
さ
れ
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
文
化
は
、
離
島
で
あ
る
が
故
に
生

ま
れ
た
、
隠
岐
民
謡
、
牛
突
き
、
古
典
相

撲
と
呼
ば
れ
る
特
異
な
相
撲
等
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
目

で
確
か
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
力
を
入
れ
て
い
る
取
組
は

離
島
で
あ
る
が
故
に
、
交
通
、
医
療
・

福
祉
、
ご
み
処
理
な
ど
は
島
内
で
完
結
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
以
外
に
、
町
の
将
来
に
向
け
た
２
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
１
つ
目
は
、
西
郷
港
周
辺
地
区
整
備
事

業
で
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う

え
で
、
本
町
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
地
域
で
あ

る
西
郷
港
周
辺
を
、
活
気
あ
る
玄
関
口
と

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

平
成
30
年
か
ら
３
年
を
か
け
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
の
話
し
合
い
を
行
い
、
整
備
の

方
針
や
概
要
を
「
西
郷
港
玄
関
口
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
令
和
３

年
に
は
全
国
コ
ン
ペ
に
よ
り
ま
ち
の
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
し
、
令
和
5
年
度
よ
り
実
現

に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
期

間
は
10
年
間
の
予
定
で
す
。

本
事
業
は
、
全
て
を
再
整
備
す
る
駅
前

再
開
発
で
は
な
く
、
今
あ
る
良
き
も
の
は

活
か
し
つ
つ
、
新
た
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
等

を
確
保
し
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
遮
断
さ
れ
て

い
る
、
海
と
ま
ち
を
一
体
化
し
た
景
観
の

形
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

２
つ
目
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
で
す
。

民
間
企
業
と
連
携
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
等
を
図
る
こ
と
で
、
２
０

５
０
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
令

和
4
年
６
月
に
株
式
会
社
鴻
池
組
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
取
組

の
１
つ
と
し
て
、
令
和
6
年
11
月
か
ら
ペ

レ
ッ
ト
発
電
事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組

は
も
と
よ
り
、
次
世
代
の
環
境
教
育
に
も

お
力
添
え
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

●
最
後
に
一
言

ど
の
自
治
体
も
喫
緊
の
課
題
は
、「
人

口
減
少
の
抑
制
」
が
全
て
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
年
後
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
に
、
ふ
る

さ
と
を
思
う
こ
こ
ろ
を
育
む
こ
と
が
一
番

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

我
々
は
、地
域
の
人
々
を
「
隠
岐
び
と
」

と
称
し
ま
す
。「
隠
岐
び
と
」
が
、「
ふ
る

さ
と
が
好
き
」、「
将
来
帰
り
た
い
」、「
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
言
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
、
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
隠
岐
の
島
が
好
き
だ
か
ら
」
…

▲西郷港周辺地区エリアデザイン

３
つ
の
良
か
っ
た
が
響
く

　
　
　
　

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

―
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
訪
れ
て
良
か
っ
た
―

池い
け

田だ

　
高こ

う

世せ

偉い

島
根
県
町
村
会
長
・
隠お

岐き

の
島し

ま

町
長

2025年（令和 7年） 2月17日　16第3310号

随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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